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1.序論 

 

最大 6m以上の大きな干満差を有する有明海に注ぐ筑後川は，日々の潮汐を繰り返す中で河口域河岸際を，阿蘇

の噴火を起源とするガタ土と呼ばれる粘着性の細粒分が多量に覆っている．これまで，ガタ土の堆積，浸食過程

については数多くの研究・報告があるが 1)，河道中央部に存在する砂の掃流過程や，有明海への流出量については，

不明確な点が多かった．そこで，入江，福岡らは縦横断鉛直河床材料構成を詳細に調べ，さらに洪水期間中の水

面形の時間変化の観測から，大きな潮位変動を有する筑後川感潮域での洪水流の流下と，砂の移動に関して，知

見を得た 2)．本研究では，これらの研究をさらに進め，詳細に観測された水位，河床材料データを用い，洪水流と

河床変動を非定常二次元解析によって一体的に解き，筑後川感潮域から有明海までの洪水時の河床変動及び，砂

の流出量を定量的に見積ることを目的としている． 

2.対象区間と観測項目 

対象区間と調査・観測項目を図-1 に示す．筑後川感潮域での洪水流下特性と河床変動及び，有明海への砂の流

出量を把握するために，検討区間は 23.0km地点の筑後大堰から有明海までの区間とした．検討区間の平均的な縦

断河床勾配は約 1/7000 と緩流で，対象区間の全域において有明海の潮位変動の影響を受ける感潮河川である．2009

年 6 月～8 月にかけて筑後川では，瀬の下水位流量観測所(25.5km)での平均年最大流量約 2850 ㎥/s に対して，ピ

ーク流量約 3850 ㎥/s，3650 ㎥/s の 2 度の大きな洪水が発生し，洪水，河床変動に関する詳細な観測が行われた．

本論文では，これらのデータを用いて，洪水ピークが有明海干潮時に発生した第一波目の洪水について検討を行

う．洪水期間中は河床変動特性を把握する目的で概ね 2km 間隔の縦断水面形の時間変化，掃流センサー(セグメン

ト式，リング式)での河床変動調査，洪水直前・直後での 200m 間隔の深浅測量，超音波を用いた河床堆積構造，

コアサンプリング調査が行われた． 

3.河床材料特性と洪水中の河床変動  

 図-2に洪水中の河床変動が観測された 14.0km 地点を例に，掃流センサーによる河床変動量と超音波を用いた河

床堆積構造調査の結果を示す．河床堆積構造調査は，超音波を河床面に照射し，各堆積層の反射特性の違いを利

用して，鉛直横断方向の河床材料分布を把握することができる．また，掃流センサーは予め河床面から鉛直方向

に約 2m の器具を埋設し，洪水中の洗掘，埋め戻し深を計測するものであり，これら二種類の調査結果を重ね合わ

せることで，洪水中に砂やガタ土がどの程度掃流されたかを知ることができる． 14km 地点は潮汐の関係でガタ

図-1 検討区間の平形形状と調査項目 
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土が多く堆積する傾向があり，洪水中に約 80cm河床が低下

し，ガタ土層と，その下に存在していた砂の層が掃流され

たことが分かる． 筑後川河口域では河床堆積構造調査から

分かるように，砂や粘性土が互層をなして存在しており，

河床材料粒度分布が鉛直方向に大きく異なる． 

4.水面形の時間変化を解とした河床変動解析  

筑後川のような感潮河川では，潮位変動に伴い水位が大き

く変動し，必ずしも洪水ピーク流量時の水位と洪水痕跡水位

は対応しない．川口・福岡らは，河道内で起きる水理現象の

全ては水面形の時間変化に現れるという考えに基づき，流量

に比して観測精度の高い観測水位時系列を上下流の境界条

件に与え，観測水面形の時間変化を再現するように，流れ場

と河床変動を一体的に解析することで，洪水中の河床高時間

変化と，流れ場を再現する手法を提案した3)．  

本論文では，上述の解析手法を用い，河床材料特性に関し

ては，コアサンプリング調査の結果を基に，鉛直方向の河床

材料分布を取り込み，筑後川河口域の特徴である，ガタ土と

砂が層をなして存在している状況を解析に取り込み洪水中

の河床変動の再現を試みた．解析結果を示す．図-3 に観測

水面形と，同色で同時刻における解析水面形を示している．

また，図-4に瀬の下水位流量観測所におけるHQ換算流量と解

析で求めた流量ハイドログラフを示している．これら解析値

と観測値はそれぞれの時間帯で良好な対応を示している．次

に，洪水前後での地盤高変化と，解析により求めた地盤高の

比較を図-5に示す．(a) は検討対象区間内上流側の13km～

17km，(b)は下流側の2km～5kmの区間を示している．上流区

間では，実測の河床低下量に比して解析は小さく計算されて

おり，反面，下流区間では堆積量が小さく計算されている．

これは，解析において鉛直方向の粒度分布特性を大まかに砂，

ガタ土に分類したため，実際の鉛直方向粒度分布を的確に考

慮できていなかった可能性がある． 

5.結論と今後の課題 

今後は，河床変動解析の再現性を高め，筑後川から有明海

への土砂流出量をより定量的に見積もるために鉛直方向の

河床材料を詳細に取り込む．さらに，他の洪水に同解析を適

用し解析法の妥当性の確認を行う予定である． 
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図-2 洪水中の河床変動量(掃流センサー 14km 地点) 

図-3 縦断水面形の時間変化 
(b)洪水ピーク～洪水減水期 

(a)洪水上昇期～洪水ピーク 

図-4 瀬の下(25.5km)流量ハイドログラフ 

図-5 洪水前後の地盤高比較 

(a)下流部(13km～17km) 

(b)下流部(2km～5km) 




